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◇表紙写真説明◇

立山カルデラ・白岩砂防堰堤（国の重要文化財）
本堰堤 63ｍ，7基の堰堤を併せた水脈落差 108ｍは，日本一の規模

写真提供：富山県立山カルデラ砂防博物館

わが国有数の急流荒廃河川である常願寺川の基幹施設として，立山カルデラの狭窄部に造られ，この
部分を抑えることによってカルデラ内に堆積する 2 億 m3 と言われる土砂の流出を防止している。

本施設は，本堰堤，副堰堤，床固め及び方格枠からなり，本堰堤の高さ 63 ｍ，7 基の堰堤をあわせ
た水脈の落差 108 m は，いずれも日本一の規模を誇る。2009 年 6 月に国の重要文化財に指定されている。
1999 年から 2005 年まで右岸側の岩盤崩落対策が実施され，最近は無人化施工や新たな土砂管理手法の
開発，ライフサイクルコストを考慮した長寿命化対策などの取り組みが実施されている。
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